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資料：（公社）配合飼料供給安定機構「飼料月報」
注：配合飼料価格は、全畜種の加重平均価格である（令和４年３月の価格は速報値）。

〇配合飼料工場渡価格の推移

（４）配合飼料価格の動向
① 価格改定

配合飼料価格は、各配合飼料メーカーが自由な競争の下

で、飼料穀物の国際相場、海上運賃（フレート）や為替

レート等の動向を反映し、四半期毎に改定。

② 過去の動向

ア 平成18年には、米国におけるとうもろこしの燃料エタ

ノール向け需要の急増による国際価格（シカゴ相場）の

高騰により、配合飼料価格（全畜種平均）も高騰し、平

成20年まで上昇が続いた。その後、世界的な景気後退に

よりシカゴ相場が下落し、配合飼料価格も下落。

イ 平成24年には、米国中西部の大干ばつによりシカゴ相

場が高騰し、配合飼料価格も高騰。その後も円安の進展

等により、配合飼料価格は高値で推移したが、平成28年

には米国での豊作が続いたことと併せ、海上運賃の下落

や為替の円高傾向等により、配合飼料価格は下落。

③ 近年の動向

ア 平成30年には、南米での作柄悪化懸念等によるシカゴ

相場の上昇や、船腹需要の増加等による海上運賃の上昇

等により、配合飼料価格は上昇。

イ 令和２年は、４月以降、新型コロナウイルス感染症の

拡大等に伴うシカゴ相場の下落等により、配合飼料価格

も下落傾向で推移したが、10月以降、中国向け輸出成約

の増加や南米産の作況悪化懸念等によるシカゴ相場の上

昇等により、配合飼料価格も上昇。令和３年以降も、引

き続きシカゴ相場の上昇等を背景に、配合飼料価格が高

騰。

※ 配合飼料価格安定制度による補塡金の交付については、

Ｐ.17参照。
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